



































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































17　JVOADに つ い て はHP（URL: http://jvoad.jp/，
2017. 8. 7確認）より。
18　脚注17に同じ。なお，執筆時現在（2017. 8. 7）は九
州北部豪雨災害の支援者情報共有会議を継続して開催し
ている。
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